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〈明和地区 課題対応能力の育成〉

研究主題 自分と社会をつなぎ たくましく未来を切り拓くキャリア教育の推進

―「課題対応能力」の高まりを見取る授業の工夫を通して―

〈研究の概要〉。

児童生徒のキャリア発達がどの程度促されたかを見取るために、各教科指導の中で「課

題対応能力」の育成を視点に授業実践を行った。その結果、子どもたちの学習意欲が向

上し、「現在の学習が自分の将来につながる」という考えを持ち、主体的に行動できる

児童生徒の姿が多く見られるようになった。

１ 主題設定の理由

とどまることなく変化する社会の中で、子どもたちが希望を持ち、自立的に自分の未

来を切り拓いて生きていくためには、変化に戸惑うことなく変化に対応していく力と態

度を育てることが必要である。そのためには、日常の教育活動を通して、学ぶ面白さや

学びへの挑戦の意味を子どもたちに体得させることが大切になってくる。

自然体験や社会体験等の体験活動は、他者の存在の意義を認識し、社会への関心を高

めたり社会とのつながりを学んだりする機会となり、将来の社会人としての基盤づくり

ともなる。さらに、将来、子どもたちが自立した社会人となるための基盤をつくるため

には、家庭・地域が学校と連携していくことが不可欠である。子どもたちが希望をもち、

自立的に自分の将来を切り拓いて生きていくためには、発達段階に応じたキャリア教育

を推進していくことが重要になってくる。各教科等の指導の中で、社会的・職業的自立

を促すキャリア教育の視点に立った授業展開を図ることが有効であると考える。

以上のことから、現在の学習と自分の将来の夢の実現とのつながりを意識し、将来の

社会的・職業的自立に向け、子どもたちの「課題対応能力」の育成を目指し、本主題を

設定した。

２ 研究のねらい

キャリア教育の評価は、教科の評価とは違い、一定の時間でねらいとする目標を達成

できるものではなく、学校全体の教育活動での見取りを長い期間で結びつけていくもの

であると考える。各教科指導の実践を踏まえ、課題対応能力の高まりについてどのよう

に見取っていくかについて検証し「児童生徒の意欲・態度や能力がどのように変容し、

キャリア発達がどの程度促されたか」を明らかにすることが研究のねらいである。

３ 実態

（１）地域の実態

「鶴舞う形の群馬県」－明和町は、その鶴舞う形の首の方（東南端）に位置し、気候は

比較的温暖で南に利根川、北に谷田川が流れる水と緑の豊かな地域です。また、東武伊勢

崎線や国道122号線、東北自動車道等が走るなど交通条件にも恵まれ、東西約11㎞、南北

３㎞の細長い形をした町です。ふるさとの広場周辺を中心に、芝生広場や多目的広場・テ

ニスコートや海洋センター・ふるさと産業文化館や図書館が整備され、人と人とのふれあ

いや出会い、憩いの場として、みんなに親しまれています。昨年、川俣駅の橋上駅舎も完

成し、現在、工業団地を整備し、企業誘致も盛んに行われております。
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（２）児童生徒の実態

・相手のことを考え、よいコミュニケーションのあり方を知り、協力して行動できる。

・自分の長所や役割を理解し、みんなと協力して行動することができる。

・自ら課題を持ち、資料を活用して解決していこうとする力にやや欠けている。

・課題に対しての見通す力や将来を見通して行動しようとする力が不十分である。

・学習内容と自分の将来の夢の実現にどのようにつながるのか、理解が不十分である。

４ 目指す児童生徒像

〔小学校〕自らの課題に向かって主体的に取り組む子

低学年 自分がやるべきことがわかり、最後まで楽しく取り組むことができる子

中学年 課題を解決する方法を考えて、自分の力で課題を解決できる子

高学年 見通しを持って情報を収集し、自分の力で課題を解決できる子

〔中学校〕情報を収集し、分析し、計画を立てたり、見直したり、改善したりできる子

５ 研究の内容

○「基礎的・汎用的能力」の４能力の観点から、各学校の教育活動の中にあるキャリ

ア教育の断片(宝)をつなげる年間指導計画の改善

○社会的・職業的自立を促すキャリア教育の視点に立った授業の確立

○各教科指導において、各教科における課題対応能力を具体化し、情報活用等の能力

を育てる等、課題解決型の授業展開

○自由記述やチェックリストを用いた観察等、目的・目標に合わせた見取り

○短期的、中長期的な変容把握のため、児童生徒の一人一人のきめ細かな成長の検証

６ 研究のまとめ

（１）成果

○キャリア教育に関する内容が話題に上るなど、教師の意識が代わりつつある。研究

授業以外の普段の授業でも、グループワークやタブレットＰＣを活用し、「課題対応

能力」の向上に努める教師が増えており、授業改善につながっている。

○全体計画や年間指導計画を見直し、系統的に整理することにより、「基礎的・汎用的

能力」を身に付ける重点単元を明らかにすることができた。また、各教科の「課題

対応能力」が具体的に設定され、、子どもたちの計画性、主体性が高まってきた。

○単元構想シート等により、子どもたちは学習課題に対して課題解決への見通しを持っ

て、計画的に進めることができるようになってきている。

○子どもたちの学習意欲が向上し、「今の学習が自分の将来につながっていく」という

意識が向上し、主体的に行動する子どもたちの姿が多く見られるようになった。

○キャリアの視点に基づいた掲示物を設置することにより、子どもたちが今と将来を結

び付け、自分の将来について考える意識が高まった。

（２）課題

●ポートフォリオ、単元構想シート、ワークシートから子どもたちの変容を見取り、全

体計画、年間指導計画をPDCAサイクルで点検する。

●学校での学習に、自分の将来との関係で学ぶことの意義が十分に見いだせていない

ので、発達段階を考え、教師の見取りの視点を明確にし、子どもたちに実感が持て

るようなゴールの姿を設定する必要がある。

●地域の現状や将来に対して自ら課題意識を持つまでに至っていないので、地域連携

の視点から、地域の「宝の発掘」（地域人材、体験活動などの場）を更に検討し、年

間指導計画に位置付けていく必要がある。

●地域ぐるみでキャリア教育を推進していくために、各教科の実践とキャリア教育との

関連性や系統性について、各学校での検証と情報共有が必要である。
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《授業実践》

〈明和町立明和東小学校〉 授業者 檀原 淳子 教諭

教科 国語

単元名 「スポーツリーフレット」を作ろう（全8時間計画 本時はその6時間目）

教材名 「説明のしかたを工夫して、分かりやすく伝える文章を書こう」（光村図書4年）
〔キャリア教育との関わり〕
自分の選んだスポーツ選手のよさを３年生に伝えるために、リーフレットの文章を見直す場面
でグループの友達と文章を読み合い、付箋紙を活用して自分の考えを相手に伝えたり友達の考え
を取り入れたりすることは、より分かりやすい紹介文を書こうと主体的に取り組む「課題対応能
力」を育成することができると考える。

○本時
（１）ねらい
友達とスポーツ選手の紹介文を読んで話し合い、書こうとすることの中心を明確にして

紹介文を書くことができる。
（２）準備 児童：写真、ワークシート 教師：掲示物、付箋紙、実物投影機
（３）展開

学習活動 時 指導上の留意点及び支援・評価
・予想される児童の反応 間 ◎努力を要する児童への支援 ◇評価

（分）☆キャリア教育の視点から見て特に重要なこと

１ 本時の課題をつかむ。（全体） ５ ・分かりやすい文にするためのアドバイスの視点を確認する。

友達の考えを取り入れて、選手のよさがよりよく伝わるしょうかい文を書こう。

２ グループ内で選手紹介文を ・アドバイスのもとに、友達の紹介文のよい所や疑問点、修
交換して読み合い、付箋紙に 正点を３色の付箋紙に書いて、話し合えるようにする。
アドバイスを書く。（個人） ・付箋紙一枚に一つの内容を書くようにする。
・中の段落で、何か例を挙げた ・「初め、中、終わり」の段落構成の他に、伝えたいことの中
方がいいと思います。 12 心が明らかであるか、理由や事例の挙げ方が適切かといった、
・文章が長いので、もっと短く 内容に踏み込んだアドバイスができるように促す。
して、伝えたいことをはっき ◎アドバイスが書きづらい児童にも、友達が書いたものを参考
りさせた方がいいと思います。 にしながらアドバイスできる所を見つけさせ、付箋紙に一言
・この選手はその分野ではどの 書かせることで、自分の考えを持たせるようにする。
くらいすごいのですか。

３ 付箋紙に書いたことをもと ・修正する場合は、どのように直したら良いかを相談させ、よ
に、修正点を話し合う。 り具体的な文章表現ができるようにさせる。
（グループ） ☆選手の功績や努力の過程がわかり、選手への憧れや目標とし
・ここは○○選手が好きな気持 たい気持ちを盛り込んだ文章になるように助言する。
ちが伝わってきていいね。 ・付箋紙に、修正する部分は下書きに赤で書き込ませる。
・ここは分かりにくいから、例 15 ・再度読み返し、アドバイスが生かされているか確認させる。
や数字を挙げてもっと詳しく ◇【書】文章の構成を理解して、書くことの中心を明確にして
書いてみたら。 書いている。（ワークシート）
・オリンピックでの活躍のこと
も書いてみたらどうかな。

４ 修正した文章を発表する。 ・修正後の児童の文章を実物投影機で提示する。
（全体） 10 ☆文章がよりよくなった児童を数名指名し、どんなアドバイス

でどのように改善できたかを紹介させて、今後の学習に生か
せるようにする。

５ 学習を振り返り、「夢へのあ ・キャリア教育の視点で振り返りができている児童を指名し、
しあと」に記入する。（個人） 発表させる。
・○○さんのアドバイスのおか ・次時でリーフレットを仕上げることを知らせ、意欲付けを
げで、好きな所がちゃんと伝 ３ 図る。
わるようになったと思う。
・友達の好きな選手のすごいと
ころが分かった。
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〈明和町立明和西小学校〉 授業者 片柳 進 教諭
教科 社会
単元名 伝統を受けつぐ「高崎市のだるまづくり」（全８時間計画 本時はその２時間目）

〔キャリア教育との関わり〕
単元全体の学習課題に対して、個人からグループ、全体へと互いの考えを交流し合いながら自
分と異なる考え方や視点があることに気付き、そこから必要な情報を主体的に選択し、調べる手
立てを考える活動は、課題に対して自ら取り組む児童の育成につながると考える。

○本時
（１）ねらい
単元の学習課題「高崎だるま作りのひみつをさぐりに行こう」に対する学習計画を立て、

調べる手立てを考えることができる。
（２）準備 掲示用写真資料・だるま・液晶テレビ・デジカメ・ワークシート・付箋紙

・学習記録カード
（３）展開

○学習活動
時
指導上の留意点及び支援・評価

・予想される児童の反応
間
◎努力を要する児童への支援 ◇評価
☆キャリア教育の視点から見て特に重要なこと

○前時の学習内容を振り返り､単元の学
習課題を確かめる。
・「高崎だるま作りのひみつをさぐりに行こ ・だるま市の写真を掲示して気付くことを自由に
う」だったな。 出させる。
○掲示された写真資料を見てどんなことを調 ５ ・だるま市は初市とも言い、冬の行事であること
べていくのか考える。 を紹介する。
・何を売っているのかな。 ・館林の初市に行ったことがある児童から意見を
・季節はいつだろう。 引き出す。

○学習課題について調べたいことを考える。 ・まず、個人で思いつくことを書き出させる。
発問：高崎だるまについて探りたいひみつに ◎調べてみたいことを思いつきやすくするために
はどのようなことが考えられるでしょうか。 実物のだるまに触れさせる。
①探りたいひみつを各自付箋に書き出す。 ◎「いつ・だれが・どこで・何を・どのように・
②書き出したことをグループ内で交流する。 なぜ」に続けて考えるとよいことを助言する。
○書き出されたことをグループで内容ごとに ・付箋を順次読み上げながら１枚のシートに張り
分類する。 付けさせるが、発達段階的には自力で分類する
【分類の観点】 ことは難しいので、分類する観点を記入したシ
・自然環境(なぜ高崎市なのか) ートを利用させながら分類させる。その際に、
・生産工程(どのように作られているか) 似たものは近くに貼るように指示する。
・歴史(いつから・誰が作り始めたか) ・グループ内で分類する時にしっかりとその根拠
・工夫や努力(だるま作りに関わる人の) をまわりに伝えることを指示する。
・思いや願い(だるま作りに関わる人やだる 25 ・グループの分類に偏りがあるため、よりよいリ
まを買う人たちの) ーフレットづくりのためには他のグループが
○グループごとに分類された内容を全体に情 出したことを取り入れてよいことを助言する。
報交換し合う。 ◎今までの教科や総合的な学習での調べ学習の体
○分類ごとに調べる手立てを考える。 験を思い出させ、どのような手立てがあったか
発問：これらのひみつを調べるにはどんな手 確かめさせる。(体験してきた手立てを掲示する)
立てがよいでしょうか。 ・調べる手立てについては次時からの調べ学習に
・図書室の本 ・社会科副読本 つながるので分類された内容ごとに適した調べ
・高崎市のホームページ 方を全員で確認しながら共有させていく。
・少林山達磨寺のホームページ ☆課題を解決するために適した手立てを複数の中
・達磨製造協同組合のホームページ から考えさせ、必要な情報を集めさせる見通し
・だるま工場見学とインタビュー をもたせる学習活動を通して「しらべる力」を

伸長させる。（課題対応能力）
◇単元の学習課題「高崎だるまのひみつをさぐり
に行こう」に対する学習計画を立て、調べる手
立てを考えることができる。（ワークシート）

○学習課題に対する学習計画を立てる。 ・だるま作りの工程から始まり、だるま作りの歴
発問：自分はどのひみつから調べたいです 史を調べていく順番をワークシートに記入させ
か。調べる順番を考えましょう。 て学習の見通しを立てさせる。
・これからの計画の見通しを立てるんだな。 ・だるま職人の工夫や努力、思いや願いについて
・何から調べ始めようか。 10 は本やインターネットでも調べることは可能だ
・やっぱり作り方からかな。 が、直接聞くことができるならばそちらを優先

させることが大事であることを助言して、間近
に迫っただるま工場見学への意欲付けを図る。

○本時のまとめをする ・「学習記録カード」の本時の欄に学習記録を記
・内容によって調べ方をいろいろ選んで調べ 入させ本時を振り返させる。
ていけばよいことが分かった。 ５ ・本時の学習計画が立てられたことを賞賛し、こ
・今度のだるま工場見学でよく調べてこよう れをもとに次時からの学習(見学を含む)に取り
と思った。 組んでいくよう励ます。
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〈明和町立明和中学校〉 授業者 早川 裕彬 教諭
教科 美術
単元名 生活を彩る文様（全６時間計画 本時はその４時間目）

キャリア教育との関わり
本題材では、誰が、どのように使うかなどの目的と美しさを考えながら手ぬぐいに施す装飾のデザインを構想する活動を行う。これは、目的を達成するために課
題を分析し、解決の方法を検討する活動であり、課題対応能力の育成につながると考える。また、デザインを構想したり、追求したりするための手立てとして、
描いて構想する方法（アイデアスケッチ）とつくりながら構想する方法（試しの活動）の二つの方法を用いて活動する。これは、課題を解決する手立てとして、手立てを複数検討することや、
手立てを組み合わせたり改善したりして自分なりに工夫することが大切であることを理解することにつながると考える。

○本時
（１）ねらい
試しの活動を通して文様の配置や組み合わせをつくりながら構想していくことで、表

現を工夫する力や、構想を練り上げる力を高める。
（２）準備 前時までに制作した印、印台、新聞紙、Ａ４用紙、参考作品、実物投影機
（３）展開

学習活動 時 指 導 指導上の留意点及び支援・評価
・予想される生徒反応 間 形 態 ◎努力を要する生徒への支援 ◇評価

☆キャリア教育の視点から見て特に重要なこと
１ 本時の活動とねらい を確認し、授業の見 ・本時は次時の本制作に向けて試作を行うとともに、文様の構成を追求していくことを「学習の流れ」と

通しをもつとともに、アイデアを構想する してフラッシュカードを用いて示し、活動に見通しを持てるようにする。
手立てを理解する。 ・前時までの内容を振り返りながら、アイデアを構想する手立てとして、描いて構想する方法（アイデア

・プリントに描いたアイデアを試作してみよう。 ５ 一斉 スケッチ）とつくりながら構想する方法（試しの活動）があることやそれぞれの特徴を理解させること
・印を試し押ししながら、いろいろ考えてみたい。 分 で、本時の活動の意図や方法を理解し、表現を追求することができるようにする。
・アイデアを考える方法はアイデアスケッチだけ ☆課題を解決する手立てとして、その方法が幾つも考えられることや、手立てを組み合わせたり
ではない。色々な方法が考えられる。 改善したりして自分なりに工夫することが大切であることを掴ませる。 （課題対応能力）
２ 教師の手本を見て、活動の方法について知 ・教師が活動の手本を示すことで、活動のイメージを持てるようにする。その際、教師の手本が確認でき

る。 ５ 一斉 るよう実物投影機を使用して示す。
・印の押し方に は バ ラ バ ラ に 押 す だ け な 分 ・教師の手本を見せながら「不規則に押す」、「並べて押す」、「重ねて押す」などの印の押し方から一例を
く、色々な押し 方が考えられそうだ 。 示すことで、構成の仕方を考えるための参考とすることができるようにする。
・押し方を色々試して、自分だけのデザインを考
えたい。
３ 制作した印を試しな がらア イ デ ア ス ・１グループに印台を１台配布してグループ活動とすることで、他者の表現をみたり、互いの表現につい
ケ ッ チ の デ ザ イ ン を 試 作 し た り 、 試 て相談したりする機会が生まれるようにする。これにより、互いの表現のよさを認め合ったり、友
作 す る 中 で 生 ま れ た 新 た な 発 想 を 試 人の活動から着想して表し方を工夫したりできるようにする。また、このこ とを 生 徒に伝
したりしてよ りよい表現を追求す る。 え、指導上の工夫を生徒と共有することで、グループ活動を行う目的を理解できるようにす

・友達の押し方が面白い。参考にしてみよう。 る。
・色々試していたら偶然面白いデザインが生まれ ☆手ぬぐい大の紙を用いた試しの活動を通して、アイデアスケッチのデザインを試作
た。このデザインを生かしてみよう 。 ２ 班別 したり、試作する中で生まれた新たな発想 を 試したりしながら試行錯誤すること

・色々試してみたけど、はじめのアイデアスケッ ０ で、表現を追求できるようにする。
チのデザインがイメージに合う。 分 ・机間指導を行いながら表現の工夫について話を聞いたり賞賛したりすることで、表現に自信をもたせた

・試しながら考えると今まで思い付かなかったア り偶然生まれる表現のよさを味わわせたりして、表現することを楽しめるようにする。
イデアが生まれそうだ。 ◎表現が進まない生徒には、机間指導を行いながら友人の作品を参考にさせたり、教師が手本を見せたり

・色の組み合わせで迷う。何色使おう。 して活動を促す。その際、作品のイメージを聞いたり、イメージに合う配置や色彩の組み合わせを友人
・押し方が他に思い付かない。 の作品や教師の手本から見つけさせたりして、自己決定していけるようにする。

４ 生かしたい表現に付箋を用いて、工夫し ・試しの活動を通してでき上がった試作品の中に生かしたい表現がある場合には、付箋に生まれたよさや
たことや発見したことを言葉でまとめ、整 工夫を記させ、試作品に貼らせる。言葉でまとめさせることで表現のよさを明確にしたり、構想を整理
理するとともに、まとめ たことを発表し合 してまとめ上げたりすることができるようにする。
い、共有する。 ・表現に参考となる工夫が見られる生徒の作品を例示し、発表させることで、よさや工夫を共有し、自分
そして、試しの活動をまとめ、構想を練り の作品に生かしていけるようにする。

上げる。 １ 一斉 ・友人の表現を参考としたり、付箋にまとめた内容を振り返ったりしながら、必要に応じてアイデアスケ
・文様と文様の間隔を空けて、まばらに並べたと ５ ・ ッチを描かせ、構想を練り上げることができるようにする。
ころが工夫点だ。 分 個別 ◇☆試しの活動を通して、表現を工夫し、構想を練り上げている。

・色が交互になるように並べたところが工夫点 見取り方としては、描いて構想する方法とつくりながら構想する方法の特徴を理解して使い分けたり、
だ。 アイデアスケッチや試しの表現として練り上げたりしている様子を、活動の様子やアイデアスケッチ、作

・〇〇さんの工夫は思い付かなかった。自分も試 品と付箋の記述を突き合わせることで見取る。
してみたい。 （発想や構想の能力） （課題対応能力）

・〇〇くんの工夫と自分が思い付いた並べ方を組 〔活動の見取り、アイデアスケッチ、作品と付箋の記述〕
み合わせたらイメージに近づ いた。
４ 学習のまとめを行い、学習の成果を共有 ・ワークシートに本時の学習のまとめをさせるとともに、記入した内容を生徒に語らせることで、学習の

するとともに、次時に見通しを持つ。 成果を実感したり、共有したりできるようにする。
５ 一斉 ☆本時の活動を通して学んだ課題解決の手立てや、手立てを工夫したり組み合わせたりしてよりよいも
分 のを追求する姿勢は、他教科や実社会に通じる力であることを伝えることで、学習と生活の結び付き

や学習の意義を感じることができるようにする。
・次時の活動内容を確認することで、制作に見通しをもてるようにする。
・グループごとに協力して片付けに取り組ませる。
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キャリア教育で育成すべき能力(基礎的・汎用的能力)

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力
多様な他者の考えや立場を理解 自分が「できること」「意義 仕事をする上での様々 「働くこと」の意義を理解し、

し、相手の意見を聴いて自分の を感じること」「したいこと」 な課題を発見・分析し、 自らが果たすべき様々な立場や

考えを正確に伝えることができ について、社会との相互関係 適切な計画を立ててそ 役割との関連を踏まえ「働くこ

るとともに、自分の置かれてい を保ちつつ、今後の自分自身 の課題を処理し、解決す と」を位置付け、多様な生き方

る状況を受け止め、役割を果た の可能性を含めた肯定的な理 ることができる力 に関する様々な情報を適切に取

しつつ他者と協力・協働して社 解に基づき主体的に行動する 学習課題に対して解決へ 捨選択・活用しながら、自ら主

会に参画し、今後の社会を積極 と同時に、自らの思考や感情 の見通しをもち、筋道を立 体的に判断してキャリアを形成

的に形成することができる力 を律し、かつ、今後の成長の てて対応し、導き出した結 していく力

ために進んで学ぼうとする力 果を表現できる力

《明和地区全体指導計画》

平成28年度 明和町キャリア教育全体構想 明和町教育委員会

明和町教育委員会 基本理念
キラリと輝く学びと絆を深める明和の教育

明和町キャリア教育テーマ
自分と社会をつなぎ、たくましく未来を切り拓く

キャリア教育の推進
－「課題対応能力」の高まりを見取る授業の工夫を通して－

児童生徒の実態

･よりよい人間関係を築こ
うとする力に優れている
が、課題に対して対応す
る力や将来を見通して行
動しようとする力に劣る。
(アンケート）

群馬県の計画・指針

・社会的・職業的自立に必
要な能力を育成

・将来の夢や希望を育成す
るキャリア教育の推進

国の計画・指針

・職業についての基礎的な知
識と技能、勤労を重んずる
態度及び個性に応じて将来
の進路を選択する能力を養
うこと（学校教育法）

地域の実態

･都市部に隣接する近郊住宅
地として発展してきている
が、児童生徒にとって勤労
観・職業 観を実感できる
場が減少している。

明和町キャリア教育研究仮説
各教科指導の場面において、教科における課題対応能力を具体化して情報活用等の能力を育てるため

の教科指導の工夫をしたり、他教科・領域との関連性を意識して指導したりすることで、「自分と社会
をつなぎ未来を切り拓く」児童生徒を育成することができるであろう。

小・中学校キャリア教育目標

小学校 中学校

集団の中で自己有用感をもち，主体的に課題に取 進んで自らの将来を切り拓く生徒の育成
り組む児童の育成

・進んで将来を切り拓くためには、自分で将来に
明和東小学校 明和西小学校 向けた情報を集め、分析し、計画を立てたり、進

むべき進路を選択したりする力が必要である。ま
自分らしさや友達のよさを 課題に対して自ら取り組む た、その過程で計画を見直したり、改善したりす

生かしてよりよい人間関係を 児童の育成 る力が必要である。
築き、夢や希望を実現するた

めに必要な自らの課題を知り、 → 課題対応能力に焦点化したキャリア教育
粘り強く取り組む児童の育成

発達の段階に応じた組織的・計画的・継続的な明和町キャリア教育の推進
○キャリア教育の視点に基づく地域の役割
・キャリア教育を総合的に推進するための縦(小・中)と横(地域)の連携の機能をもった組織の編成
・「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」
の視点から児童生徒の実態調査及び実態の把握

・児童生徒の発達段階に応じ、義務教育９年間を見通すとともに、家庭、地域、学年・学校種間・教科間
の連携した全体計画の作成と校内での連携・推進体制の確立へ向けての支援・調整

・「基礎的・汎用的能力」の４能力の視点から、児童生徒の実態に応じて身に付けさせたい力等を明確にし、各
学校の教育活動の中にあるキャリア教育の宝をつなげる年間指導計画の作成への支援

・社会的・職業的自立を目指し、将来へ向けて課題に主体的に対応できる力を育成する授業構想
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児童の実態

・友達のよい行いやよい所を素直に認
め一緒に喜べる児童が多い。分担し
た仕事は協力して真面目に取り組む
ことができる。

・自分の興味・関心、長所や短所につ
いては大体把握しているが自分らし
さを生かすまでには至っていない。
・与えられた課題には進んで取り組
むことができる。しかし、自ら課題
を設定して解決する力は十分ではな
い。

・低学年ではほとんどの児童が夢や希
望をもって生活や活動をしているが、
高学年になるにつれ減る傾向にある。

《明和町立明和東小学校全体指導計画》平成２８年度 キャリア教育全体計画 明和町立明和東小学校

学校教育目標

確かな学力を身に付けた、心身ともに健康で、
「すずかけ」のようにたくましく生きる児童の
育成
す
ず 進んで学び、やりぬく子

学校の努力点 か 考えて行動し、やさしい心をもった子
け 健康で、明るく元気な子

・キャリア教育の視点を踏まえ、
育てたい児童像を明確にする

・キャリア教育についての共通理 明和地区キャリア教育の目標
解を図る。

自分と社会をつなぎ、たくましく未来を切り拓く児童・生徒の育成
・キャリア教育の視点で教育課程
を見直し、実施する。

・家庭に対してキャリア教育に関 明和東小学校キャリア教育目標
する啓蒙をする。

自分らしさや友達のよさを生かしてよりよい人間関係を
築き、夢や希望を実現するために必要な自らの課題を知り、
粘り強く取り組む児童の育成

第１・２学年 指導目標 第３・４学年 指導目標 第５・６学年 指導目標

みんなとたすけあい、なかよくしよう 友達のよさをみとめながら、協力して活動しよう 失敗を恐れず挑戦し、夢や希望を広げよう

人 ・友達と仲良く遊び、親切にする。 ・自分の生活を支えている人に感謝する。 ・思いやりの気持ちをもち、相手の立場に立って
間社か ・お世話になった人などに感謝する。 ・自分の意見や気持ちをわかりやすく表現する。 考え、行動しようとする。
関会か ・あいさつや返事をする。 ・友達の気持ちや考えを理解しようとする。 ・異学年集団の活動においてリーダーシップを発
係形わ ・「ありがとう」「ごめんなさい」を素直に ・友達と協力して励まし合いながら、学習や生 揮し、自らの役割と責任を果たそうする。
形成る 言う。 活に取り組む。 ・話し合いに積極的に参加し、自分の異なる意見
成能力 ・自分の考えや思いをみんなの前で話す。 も理解しようとする。
・力

自自見 ・自分の得意なことが分かる。 ・自分の長所、短所が分かり、長所を伸ばそう ・自分の長所を伸ばし、短所を改善しようとする。
己己つ ・自分の好きなもの、大事なものをもつ。 とする。 ・自分なりの根拠をもって、自己決定し、粘り強
理管め ・自分の好きなことや苦手なことを伝えら ・自分で決めたことはあきらめず、粘り強く取 く行動することができる。
解理る れる。 り組む。 ・より高い目標をもち、何事にも努力する。
・能力 ・学校で「してよいこと」と「しては悪い ・正しいと判断したことは勇気をもって行い、
力 こと」が分かり、よいことを進んで行う。 間違いは素直に認めて改めようとする。

・関心をもって課題に取り組む。 ・見通しをもって課題に取り組む。 ・見通しをもって計画的に進めたり、そのやり方
や （みとおす力） （みとおす力） を改善する。 （みとおす力）

課り ・分からないことを調べたり質問をしたりして
題ぬ ・分からないことを調べたり、質問したり 粘り強く課題を解決する。 ・何が必要なのか考えながら、いろいろな方法で
対く して最後までやりぬく。 （しらべる力） 情報を収集する。
応力 （しらべる力） （しらべる力）
能 ・調べたことや話し合ったことをもとに課題を
力 ・自分と友達の考えのよさや違いに気付く。 解決する。 ・収集した情報や友達と交流したことを生かし

（いかす力） （いかす力） て、自らの課題を解決する。
（いかす力）

・あこがれの仕事をもつ。 ・将来の夢や希望をもつ。 ・希望する職業や将来に向けた目標をもち、その
キプか ・学校探検や町探検などを通して、身近で ・身近で働く人々の仕事やいろいろな職業に興 実現に向けて、やるべき事を考える。
ャラな 働く人々の様子がわかり、興味や関心を 味や関心をもつ。 ・身近な産業・職業の様子が分かるとともに、各
リンえ もつ。 ・役割や役割分担の必要性が分かり、係や当番 種の職業に対して興味や関心をもつ。
アニる ・学級の係や当番の活動に取り組み、それ 活動に積極的にかかわり、働くことの楽しさ ・係や委員会活動に意欲的に取り組み、社会生活
ン力 らの大切さが分かる。 が分かる。 にはいろいろな役割があることやその大切さが
グ ・自分のやりたいこと、よいと思うことに ・家で自分の役割をもち、進んで手伝いをする。 分かる。
能 取り組む。 ・学んだり体験したりしたことと生活や職業と ・家庭で自分に任された仕事を果たし、自分でで
力 ・家で進んで手伝いをする。 の関連を考える。 きる仕事をを進んで行う。

・学んだり体験したりしたことと生活や職業との
関連を考える。

教 科 等 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の 指 導 内 容

各教科 道 徳
特 別 活 動

学級活動 学校行事 児童会・委員会・クラブ 総合的な学習の時間 英 語
（すずかけの時間）

○学ぶことの意味の理 ○基本的な生活習慣 ○基本的な生活習 ○目標の実現に向 ○集団活動を支える ○自ら学び、自ら考 ○外国語を用いた
解と、意欲的な学習 や善悪の判断、社 慣の形成 けた努力の蓄積 組織や役割の理解 え、主体的に判断 コミュニケーシ
態度の育成 会生活上のルール ○希望や目標をも と充実感 ○役割や責任を果た し、問題を解決す ョン能力の育成

○基礎的・基本的な内 ○自主性、協力し合 って生きる態度 ○団体生活を支え す意義と充実感 る資質や能力 ○日本と外国の言
容の定着 い、助け合う態度 の形成 る役割分担 ○異年齢間の交流 ○主体的、創造的な 語や文化の体験

○ペアやグループ活動 ○生活を支える人々 ○望ましい人間関 ○労働や活動の尊 ○自己の興味・関心 活動 的な理解
など交流での学び合 の役割の理解と責 係の育成 さ、喜びの感得 の追求 ○自己のよりよい生
う態度の育成 任感 ○生活上の諸問題 ○集団行動におけ き方を考える場

○生活を支える身の回 ○働くことの意義の の実践的な解決 る望ましい態度 ○自然体験、社会体
りの人々の仕事や役 理解と責任感 能力 の育成 験、観察・実験、
割の理解 ○目標に向かい主体 ○生活を支える役 見学等の体験的学

的に努力する態度 割の理解、責任 習、課題解決的学
や希望をもって生 の遂行 習
きる心 ○主体的なコミュニ

ケーション活動

キ ャ リ ア 教 育 推 進 の た め の 基 盤

学年・学級経営の充実
生徒指導の機能を生 キャリア教育についての ＰＴＡ及び地域との連携 地域素材や人材を生 明和こども園、中学校との
かす基本的生活習慣

共通理解 かす体験活動の充実 連携
の定着
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《明和町立明和東小学校 ４年 年間指導計画》
１ 目標

自分らしさや友達のよさを生かしてよりよい人間関係を築き、夢や希望を実現するために必要な自らの課題を知り、粘り強く取り組む児童の育成。
２ 中学年の目標

友達のよさをみとめながら、協力して活動しよう
３ キャリア発達に関わる基礎的・汎用的能力

①人間関係形成・社会形成能力 ○自分のよさや友達のよさを認め合い、協力して活動する態度を育てる。
②自己理解・自己管理能力 ○自分の長所を伸ばそうとし、自分で決めたことは粘り強く取り組もうとする。
③課題対応能力 ○分からないことを調べたり質問したりして自分の力で課題を解決しようとする。
④キャリアプランニング能力 ○身の回りの仕事について知り、現在の学習内容が将来とどのように関係していくのかに気付く。
※ 太字は課題対応能力に特に関わる単元

月 ４ ５ ６ ７ ８・９ １０ １１ １２ １ ２ ３
１年生を迎える会 修学旅行①② 運動会①② 持久走大会② 人権週間② ６年生を送る会① 卒業式④

行 ①
事

◇４年生になって ◇楽しい修学旅行 ◇清潔で楽しい給 ◇夏休みの計画を ◇２学期の目標と ◇持久走大会に向 ◇家庭学習のしか ◇冬休みの過ごし ◇３学期の目標と ◇６年生を送る会 ◇１年間を振り返
③４年生の自覚を ①③目的を考え、３ 食 立てよう 係 けて たを考えよう 方 係 に向けて って
たかめるようにす 年生をリードしてみ ④みんなで協力し ②安全で楽しく有 ③④１学期の反省 ③自分の目標を考 ②家庭学習が自主 ③年末年始の過ご ③④１年のしめく ①③お世話になっ ②１年間を振り返

学 る。 んなで楽しい旅行が てすみやかに給食 意義な夏休みの計 をもとに２学期の え、大会に向けて 的にすすめられる し方を考え、家庭 くりであることを た６年生に感謝の って、自分たちの
級 ◇係を決めよう できるようにする。 の準備を行い、マ 画が立てられるよ 生活や学習のめあ 練習計画を立て、 ようにする。 に合った冬休みの 意識しためあてを 気持ちを伝える。 がんばりや成長を
活 ①学級生活を楽し ナーを守り楽しく うにする。 てを立て、係を決 練習に励む。 計画を立てる。 立て、実践できる 確認し、喜び合え
動 くするような係を 食事ができるよう められるようにす ようにする。 るようにする。
決め、仲良く活動 にする。 る。
できるようにする。
エジソンとえいじ えがおであいさつ あこがれのアナウ おばあさんのおむ フィンガーボール チューリップの球 けんじのわすれもの なんとなく（友情）よわむし太郎 だがし屋のおばあ お魚大好き、さか
（基本的な生活習 （礼儀） ンサー（個性伸長） かえ(家族愛) （親切） 根（勤労） （規則の尊重・公 ①友達と互いに理 （勇気） ちゃん（親切） なクン（個性伸長）
慣） ①礼儀の大切さを知 ④自分の特徴に気 ①父母、祖父母を ①相手のことを思 ④働くことの大切 徳心） 解し合い、助け合 ②正しいと判断し ①相手のことを思 ②自分の特徴に気

道 ②よく考えて行動 り、真心を込めて人 付き、よいところ 敬愛し、協力し合 いやり進んで親切 さを知り、進んで ②公共のきまりを おうとする態度を たことは、勇気を いやり進んで親切 付き、よいところ
し、節度ある生活 と接しようとする態 を伸ばそうとする って楽しい家庭を にしようとする態 家族みんなのため 守り、気持ちよく 養う。 もって行おうとす にしようとする態 を伸ばそうとする

徳 をしようとする。 度を養う。 心情を育てる。 つくろうとする心 度を養う。 に働こうとする態 生活しようとする る意欲を養う。 度を養う。 心情を育てる。
情を育てる。 度を養う。 心情を育てる。

英語 国語 体育 国語 国語 国語 国語 社会 社会 国語科 図工
「英語であいさつ 「話し合いのしかた 「キャッチバレー 「新聞のとくちょ 「だれもが関わり 「スポーツリーフ 「クラブ活動リー 「調べてみようわ 「安全なくらしを「調べてまとめて、「ハッピーカード」
をしよう」 について考えよう」 ボール」 うと作り方を知ろ 合えるように」 レットを作ろう」 フレットを作ろう」たしたちの群馬県」守る」 読み合おう」 ①はがきに絵を描
①友達の名前や気 ①司会などの役割を ①②ルールや攻め う」 ③課題を設定し、 ③説明のしかたを ③読み手が理解し ④県内における明 ④家事や交通事故 ③書くことを決め いたり、カードを
持ちを尋ねたり自 理解し、目的に向か 方、守り方を工夫 ③新聞の特徴と作 課題を解決するた 工夫し、分かりや やすいような写真 和町、日本におけ から人々の安全を て必要な事柄を調 作ったりし、友達

教 分のことを答えた って、共通点や相違 して、キャッチバ り方を知り、記事 めの情報を集めて、すく伝える文章を を用いて文章を書 る群馬県について、守るための様々な べ、必要に応じて や人と楽しく関わ
りしながら挨拶の 点を考えながら話し レーボールをする。にすることを決め 要点をメモする。 書く。 く。 位置・産業・地域 工夫や努力につい 要約や引用をしな る。
会話を楽しむ。 合うことができる。 て、伝えたいこと 算数 の特色を考える。 て考える。 がら文章を書くこ

科 が明確になるよう 体育 「広さを調べよう」 とができる。
社会 に文章を書く。 「マット運動」 ③面積について単

総合 社会 「住みよいくらし ①③グループでそ 位と測定の意味を
「明和町の環境に 「住みよいくらしを をつくる（水）」 理科 れぞれの技を見合 理解し、面積を計 保健 保健 保健
ついて調べよう」 つくる（ごみ）」 ③④町の水を供給 「夏と生き物」 い、よさを認め合 算によって求め、 「体の発育のしか 「思春期の体の変 「よりよい発育」
③明和町の環境を ③ごみの始末のしか する浄水場の仕事 ③夏の動植物の活 う。 面積についての量 た」 化」 ④自分の体のこと
守るために行われ たを理解する。 や働く人を知る 動や成長を調べ、 感を豊かにする。 ④自分の体のこと ④自分の体のこと を知って、発育に
ていることを調べ、 見い出した問題を 英語 を知って、それぞ を知って、大人の 必要な食事や運
自分たちにもでき 音楽 興味関心を持って 総合 「英語発表会にむ 総合 総合 れの発育の仕方に 体への変化や、男 動、休養について
ることを考え実行 「いろんな木の実」 追求する。 「家族の仕事を調 けて練習しよう」 「自分がなりたい 「自分がなりたい ついて考える。 女の違いについて 考える。
する。 ①リズム伴奏の面 べよう」 ②自分のことを英 職業を調べよう」 職業を調べよう」 考える。

白さを感じながら ④家族の仕事を調 語で友達に発表す ④なりたい仕事を ④なりたい仕事を
拍の流れにのって べて理解を深める。る。 調べて理解を深め 調べて理解を深め
友達と合わせて打 る。 る。
楽器を演奏する。 総合

「家族の仕事を調
べよう」
④家族の仕事を調
べて理解を深める。
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《明和町立明和西小学校全体指導計画》 平成２８年度 キャリア教育全体計画

第１・２学年 指導目標 第３・４学年 指導目標 第５・６学年 指導目標

みんなとたすけあい、なかよくしよう 自分のよさ・友達のよさを認め、 自分の役割を知り、将来に向けて
協力して活動しよう 夢や希望を広げよう

・友達と仲良く遊び、親切にすることが ・友達のよいところを認め、励まし合う ・話し合いに積極的に参加し、自分と異
できる。 ことができる。 なる意見も理解することができる。

・お世話になった人などに感謝すること ・自分の生活を支えている人に感謝する ・思いやりの気持ちをもち、相手の立場
ができる。 ことができる。 に立って考え、行動することができる。

・あいさつや返事をすることができる。 ・自分の考えをみんなの前で発表するこ ・異学年集団の活動に進んで参加して、
・「ありがとう」「ごめんなさい」を素直 とができる。 自らの役割と責任を果たすことができ
に言うことができる。 ・友達の気持ちや考えを理解しようとす る。

・自分の考えや思いをみんなの前で話す ることができる。
ことができる。 ・友達と協力して学習や活動に取り組む

ことができる。

・自分の得意なことが分かり、好きなこ ・自分の長所、短所が分かり、長所を伸 ・自分の長所を伸ばし、短所を改善する
とや苦手なことをはっきりと言うこと ばすことができる。 ことができる。
ができる。 ・自分で決めたことはあきらめず、粘り ・自分なりの根拠をもって自己決定し、

・自分の好きな物、大切な物をもつこと 強く取り組むことができる。 行動することができる。
ができる。 ・正しいと判断したことは勇気をもって ・より高い目標をもち、何事にも努力す

・学校で「してよいこと」「しては悪 行い、間違いは素直に認めて改めるこ ることができる。
いこと」が分かり、よいと思うことを とができる。
進んで行うことができる。

・関心をもって課題に取り組むことがで ・見通しをもって課題に取り組むことが ・見通しをもって計画的に進めたり、そ
きる。 （みとおす力） できる。 （みとおす力） のやり方を改善したりできる。

・分からないことを調べたり、質問した ・分からないことを調べたり、質問した （みとおす力）
りして最後までやりぬくことができ りして粘り強く課題を解決することが ・何が必要なのか考えながら、いろいろ
る。 （しらべる力） できる。 （しらべる力） な方法で情報を収集できる。

・自分と友達の考えのよさや違いに気づ ・調べたことや話し合ったことをもとに （しらべる力）
くことができる。 （いかす力） 課題を解決できる。 （いかす力） ・収集した情報や友達と交流したことを

生かして、自らの課題を解決できる。
（いかす力）

・あこがれの仕事をもつことができる。 ・いろいろな職業や生き方があることが ・身近な産業、職業の様子やその変化が
・家の手伝いや学級の係、当番の活動に 分かる。 分かる。
取り組み、それらの大切さが分かる。 ・係や当番活動に積極的に関わり、働く ・係や委員会活動に意欲的に取り組み、

・学校探検や町探検などを通して、身近 ことの楽しさが分かる。 社会生活にはいろいろな役割があるこ
で働く人々の様子が分かり、その仕事 ・互いの役割や役割分担の必要性が分か とやその大切さが分かる。
に興味や関心をもつことができる。 る。 ・学んだり体験したりしたことと生活や

・自分のやりたいこと、よいと思うこと ・日常の生活や学習と将来の生き方の関 職業との関連を考えることができる。
に取り組むことができる。 係を考えることができる。 ・希望する職業や目標をもち、その実現

・将来の夢や希望をもつことができる。 に向けてやるべき事を考えることがで
・家で進んで手伝いをすることができる。 きる。

・家で自分の役割を果たすことができる。

教科等におけるキャリア教育の指導内容

各教科 道 徳 学級活動 学校行事 児童会・委員会・クラブ 総合的な学習の時間 英語科
・学ぶことの意味 ・基本的な生活習慣 ・基本的な生活習慣 ・目標の実現に向 ・集団行動を支 ・自ら学び、主体 ・外国語を用い
の理解と、意欲 や善悪の判断、社 の形成 けた努力の蓄積 える組織や役 的に判断し、問 たコミュニケ
的な学習態度の 会生活上のルール ・希望や目標をもっ と充実感 割の理解 題を解決する資 ーション能力
育成 ・目標に向かい主体 て生きる態度の形 ・集団生活を支え ・役割や責任を 質や能力 の育成

・基礎的、基本的 的に努力する態度 成 る役割分担 果たす意義と ・主体的、創造的 ・日本と外国の
な内容の定着 や希望をもって生 ・望ましい人間関係 ・労働や生活活動 充実感 な活動 言語や文化の

・グループ活動等 きる心 の育成 の尊さ喜びの感 ・異年齢間の交 ・自己のよりよい 体験的な理解
での学び合う態 ・自主性、協力し合 ・生活上の諸問題の 得 流 生き方を考える
度の育成 い助け合う態度 実践的な解決能力 ・集団行動におけ ・自己の興味、 場

・生活を支える身 ・生活を支える人々 ・生活を支える役割 る望ましい態度 関心の追求 ・自然体験、社会
の回りの人々の の役割の理解と責 の理解、責任の遂 の育成 体験、観察・実
仕事や役割の理 任感 行 験、見学等の体
解 ・働くことの意義の ・主体的なコミュニ 験的学習、課題

理解と責任感 ケーション活動 解決的学習

キャリア教育推進のための基盤

生徒指導の機能を生 キャリア教育について 地域の教育力を生 こども園、中学校との学年・学級経営の充実
かした基本的生活習 の共通理解

ＰＴＡ及び地域と連携
かした体験活動の 連携

慣の定着 充実

（
か
か
わ
る
力
）

社
会
形
成
能
力

人
間
関
係
形
成
・

（
見
つ
め
る
力
）

自
己
管
理
能
力

自
己
理
解
・

課
題
対
応
能
力

（
や
り
ぬ
く
力
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力

キ
ャ
リ
ア

（
か
な
え
る
力
）

学校の努力点

・キャリア教育の視点を踏まえ、
育てたい児童像を明確にする。

・キャリア教育についての共通理
解を図り基盤作りを進める。

・キャリア教育の視点で、教育課
程を見直し、意図的・体系的・
計画的に実施する。

・キャリア教育を推進するために
学校、家庭、地域の連携を図る。

学校教育目標

○礼儀正しい子
○真剣に学習する子
○心と体をきたえる子

児童の実態

・相手のことを考えよりよい
コミュニケーションのあり
方を知り、協力して行動で
きる。

・自分の長所、得意なことや
役割を理解し、みんなのた
めに行動できる。

・自ら課題意識をもち、資料
を活用して解決しようとす
る力が十分ではない。

・学習したことが将来にどう
つながっているか、将来の
夢の実現に向けてどう努力
していけばよいかを考える
力が十分ではない。

明和地区キャリア教育目標

自分と社会をつなぎ、

たくましく未来を切り拓く児童生徒の育成

明和西小学校キャリア教育目標

課題に対して自ら取り組む児童の育成



- 10 -

《明和町立明和西小学校 ４年 年間指導計画》
１ 明和西小学校キャリア教育目標

課題に対して自ら取り組む児童の育成

２ 中学年の目標
自分のよさ・友達のよさを認め、協力して活動しよう

３ キャリア発達に関わる基礎的・汎用的能力
①人間関係形成・社会形成能力・・・・・・・・・・自分のよさや友達のよさを認め合い、友達と協力して学習や活動に取り組むことができる。
②自己理解・自己管理能力・・・・・・・・・・・・自分の長所を伸ばそうとし、自分で決めたことは粘り強く取り組むことができる。
③課題対応能力・・・・・・・・・・・・・・・・・分からないことを調べたり質問したりして、自分の力で課題を解決することができる。
④キャリアプランニング能力・・・・・・・・・・・世の中の仕事について知り、日常の生活や学習と将来の生き方の関係を考えることができる。

※太字は課題対応能力に関わる単元
月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
行 １年生を迎える 社会科見学①④ 運動会③ 修学旅行① 持久走大会② 感謝の集い①④ ６年生を送る会① 卒業式④
会①

事
４年生になって 学習の仕方を考 心の成長 １学期を振り返ろ 運動会に向けて 好き嫌いをなくそ 本をたくさん読 お楽しみ会をしよ ３学期の目標を考 ２分の一成人式に 一年間ふり返ろ
②４年生として えよう ①男女は互いに う ③よりよい運動会 う もう う えよう 向けて う

学 の役割を自覚 ③学習の意義に 思いやる心をも ②１学期を反省す に向けてどんな気 ②成長していくた ②読書に最適な ①みんなで協力し ②３学期を迎え、 ④将来の夢や感謝 ①②一年間をふ
級 し、意欲をもっ ついて考え、自 って協力し合う ることにより、よ 持ちで練習に臨む めには好き嫌いを 時期に読書意欲 て楽しい会を行 新たな目標を立て の気持ちを保護者 り返り、成長で
活 た学校生活を送 主勉強の取り組 ことが大切なこ り高い目標を目指 のかを考え、実践 せず、いろいろな の向上を図る。 い、よい思い出に て学習に取り組め に伝え、１０才の きた自分と友達
動 ることができ み方について考 とを理解する。 し、認め合うこと することができ 食品を摂取する必 なるように心がけ るようにする。 成長を保護者に伝 を称賛する。
る。 える。 ができる。 る。 要があることを知 ることができる。 えられるようにす

る。 る。
貝がら えがおであいさ あこがれのアナ 雨のバス停で 「正直」五十円分 チューリップの球 バングラディシュか なんとなく 運動オンチのオリ どうしたらよいか 失敗に負けないで

（友情） つ ウンサー （規則尊重） （正直誠実・明朗）根 ら来たシャボン君 （友情） ンピック 考えて （勤勉努力）
道 ①友達と互いに （礼儀） （個性伸長） ②社会のきまりや ②良心の声に従 （勤労） （国際理解） ①友達と互いに理 （勇気） （基本的な生活習慣）②自分でやろう
理解し、信頼し ①礼儀の大切さ ②自分の特徴に 規則の必要なわけ い、正直で誠実な ④働くことの大切 ②外国の文化に 解し、信頼し助け ②正しいことは迷 ②自分の健康につ と決めたことは、

徳 助け合おうとす を知り、真心を 気付き、よい所 を知り、進んで守 行動をし、明るい さに気付き、進ん 関心をもって、 合おうとする心情 わないで、勇気を いて、どうしたら 最後まで粘り強
る態度を養う。 込めて人と接し を伸ばそうとす ろうとする態度を 心で元気よく生活 で働こうとする態 外国の人々に親 を育てる。 もって行動しよう よいか考えて生活 くやり遂げよう

ようとする態度 る態度を育て 養う。 する態度を養う。 度を養う。 しもうとする態 とする心情を育て しようとする心情 と思う心情を育
を養う。 る。 度を養う。 る。 を育てる。 てる。

社会 国語 社会 国語 社会 社会 社会 音楽 国語 保健 国語
「水はどこから」「興味をもった 「ごみの処理と 「組み立てを考え 「昔のくらし」 「伝統を受け継ぐ」「のこしたいも 「いろいろな音の 「野原に集まれ」 「育ちゆく体とわ 「十年後のわた
④安全な水を ところを発表し 利用」 て書こう」 ④明和町の人々が ③高崎市のだるま の伝えたいもの」ひびきを感じ取ろ ➀書いた詩を読 たし」 しへ」
供給するしく よう」 ④ごみ処理や ③自分の考えが明 水害に悩まされて 作りについて自ら ④文化財や年中 う」 み合い、表現の ①思春期になると ④十年後の自分

教 みについて調 ③グループ内で リサイクルの 確になるように、段 きたことを知り、 課題をもち、様々 行事に関心をも ①楽器の音の特徴 よさなどについ 体の変化があらわ の姿を想像し、
べ、水道の仕 の話し合いを通 仕組みやその 落相互の関係など 昔の人々のくらし な資料を活用して ち、人々の願い や旋律の特徴を感 て交流すること れること、体の発 手紙を書くこと

科 事に関わる様 して、課題に対 仕事に携わる に注意して文章を を守るための努力 調べ、まとめるこ について考える じながら、互いの ができる。 育のしかたには、 で現在と将来の
々な人々の工 する自分なりの 人々の努力に 書くことができる。 や工夫について考 とができる。 とともに、地域 楽器の音や伴奏を 個人差があること 関わりについて
夫や努力、地 答えをもつこと ついて知り、 える。 への誇りと愛情 聴いて音を合わせ を理解する。 考えを深める。
域の人々の協 ができる。 自分たちにで をもつことがで て演奏する。
力について考 きることを考 きる。
える。 える。
「環境や地域に 「地域について調 「クラブ活動の楽

総 ついて調べてみ べてみよう」 しさを３年生に伝え
合 よう」（ゴミを ③環境について （明和町の歴史や ③調べ方やまとめ ②明和町の歴史 ④調べたことをま よう」 ①伝える内容を
的 減らす方法） 資料を集め、さ 伝統） 方の方法を考え、 や文化財の由来、とめ、学年や保護 ③クラブ活動を振 まとめ、伝える
な ③身近な環境に らに詳しく調べ ③学校の周りにあ 目的にあった計画 様子について粘 者に向けて発表す り返り、３年生にわ 相手を意識して
学 ついて社会科と たい課題を設定 る文化施設や文化 を立てる。 り強く調査をす る。 かりやすく伝える 発表の用意をす
習 関連して調べ する。 財、歴史について る。 方法を考える。 る。
る。 調べる。



目指す生徒像
☆何事にも本気で挑む生徒

☆夢に向かって学び続ける生徒

☆感動を共有できる生徒
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《明和立明和中学校全体指導計画》

平成２８年度 明和町立明和中学校キャリア教育全体計画

明和地区キャリア教育テーマ

自分と社会をつなぎ、たくましく未来を切り拓くキャリア教育の推進

－「課題対応能力」を高める教科指導の工夫を通して－

教科等におけるキャリア教育の指導内容

各教科 道 徳 特別活動 総合的な学習の時間 その他の教育活動

・学ぶことの意味の理解と意欲 ・人との関わりに大切にし、互い 学級活動 学校行事 生徒会活動 ・自ら学び、考え、判断し、問題 ・係活動、清掃活動

的な学習態度の育成 に認め合い、生かし合う関係を ・望ましい人間関係の確立、集団 ・集団生活を支える役割分担の理 ・よりよい学校生活の創造 を解決する資質や能力 ・給食当番

・基礎的・基本的な内容の定着 つくろうとする心情や判断力の 生活の向上 解 ・異年齢間の交流 ・主体的、創造的な活動 ・部活動

・思考力、判断力、表現力の育成 育成 ・組織づくり、役割分担 ・労働や生活活動の尊さ、喜びの ・ボランティア活動 ・協同的な活動 ・異年齢集団活動

・日常生活や職業、将来の実社会・勤労の尊さや意義の理解 ・学ぶことや働くことの意義の理 感得 ・計画、立案、運営 ・自然体験、社会体験、体験的学 ・ボランティア活動

とのかかわり ・公共の福祉と社会発展に勤める 解 ・集団行動における望ましい態度 習、課題解決学習 ・体験活動

態度の育成 ・主体的な進路選択と将来設計 の育成

キャリア教育推進のための基盤

・学年、学級経営の充実 ・生徒指導の機能を生かした基本 ・キャリア教育の共通理解 ・ＰＴＡ及び地域との連携 ・地域教育力を生かした体験活動 ・こども園、東西小学校との連携

的生活習慣の定着 の充実

第1学年 指導目標

人に優しく、自信をもって、よく考えて行動しよう

第２学年 指導目標

手を取り合い、夢に向かって行動しよう

第３学年 指導目標

調べ、考え、自分らしい生き方を実現しよう

人
間
関
係
形
成

社
会
形
成
能
力

・自分の個性を理解させ、自己と他者の違いに気付かせ、尊重

しようとする態度を養う。

・新しい環境や人間関係に適応する。

・人間関係の大切さを理解し、コミュニケーションスキルの基

礎を習得する。

・自らの言動が相手や他者に及ぼす影響を理解する。

・体験活動などを通して、社会生活への見識を広め、人間関係

を築く力を身に付ける。

・自分のよさや個性だけでなく、他者のよさや個性、感情を理

解し、尊重する態度を養う。

・他者に働きかけ、積極的に人間関係を築く力を高める。

自
己
理
解

自
己
管
理
能
力

・中学生としての自覚や社会集団の一員としての自覚をもたせ

る。

・よりよい集団活動のための自分の役割や関わり方について理

解する。

・社会における様々な役割を理解する。

・社会の一員としての自覚をもち、自分の生き方や役割につい

て考える力を身に付ける。

・将来に目標をもち、成長のために主体的に行動する力を身に

付ける。

・社会と自己の関わりから自分らしい生き方について考える力

を身に付ける。

課
題
対
応
能
力

・情報を適切に理解・選択・処理し、計画的に課題に取り組む

ことの大切さを理解する。

・学習や選択の過程を振り返り、次の場面に生かそうとする態

度を身に付ける。

・進路選択に向けて、必要となる情報を収集する方法や情報を

適切に処理する方法を身に付ける。

・自己の課題を発見し、課題の解決や改善に向けて計画的に課

題に取り組む態度を養う。

・情報・知識を適切に処理し、計画的に取り組み、自己の課題

を解決する力を身に付ける。

・産業や経済の変化に伴う職業や仕事の変化について理解し、

職業観・勤労観を形成する。

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

能
力

・身近な職業について知り、働くことの意義を考え、進路を考

える基礎をつくる。

・将来の夢や職業を思い描き、相応しい職業への関心を高め

る。

・学習の必要性や大切さを理解する。

・将来の夢を大切にしながら、自らの課題を見いだしていくこ

との大切さを理解する。

・様々な職業の社会的役割や意義を理解し、自己の目標と結び

付けて考える態度を養う。

・進路の具体的な情報・知識を活用しながら、責任をもって自

らの進路を選択する。

・自己の個性や興味・関心に基づいてよりよい進路選択をしよ

うとする態度を養う。

学校の努力点
・キャリア教育の視点を踏まえ、育てたい生徒像を明確にする。

・キャリア教育について共通理解を図り基盤作りを進める。

・キャリア教育の視点で、教育課程の見直しを行う。

・キャリア教育を推進するために学校、家庭、地域の連携を図る。

明和中学校 ２０１６スローガン

『 全校一心 ・ 本気で挑戦 』 目指す学校像
①確かな学力が育つ学校

②豊かな心が育まれる学校

③汗と感動に満ちた学校
学校教育目標
豊かな心と自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に主体的に対応できる、

心身ともに健康でたくましい生徒の育成

◎自ら学び、深く考える生徒（かしこく：知性）

◎心豊かで、思いやりのある生徒（やさしく：徳性）

◎健全で、意志の強い生徒（たくましく：体力）

平成２８年度・明和中学校キャリア教育目標

進んで自らの将来を切り拓く生徒の育成

目指す教師像
①生徒と共に学ぶ教師

②生徒と共に生き、感動を共有する教師

③信頼される教師

生徒の実態
①相手の考えや気持ちを理解し、尊重すること

ができる。

②不得意なことや苦手なことに挑戦しようとす

る力が不十分である。

③物事に計画的に取り組んだり、取り組み方につい

て改善を図ったりする力が不十分である。

④将来について目標をもち、その実現に向けて

具体的に考えることができる。
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